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1. 2020年3月期第2四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年9月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 7,871 8.8 15 ― 90 ― 69 ―

2019年3月期第2四半期 7,233 1.8 △111 ― △45 ― △61 ―

（注）包括利益 2020年3月期第2四半期　　52百万円 （△65.3％） 2019年3月期第2四半期　　150百万円 （△19.3％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第2四半期 4.50 ―

2019年3月期第2四半期 △3.63 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第2四半期 18,169 9,820 53.7

2019年3月期 18,582 9,815 52.5

（参考）自己資本 2020年3月期第2四半期 9,760百万円 2019年3月期 9,761百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― 3.00 ― 3.00 6.00

2020年3月期 ― 3.00

2020年3月期（予想） ― 3.00 6.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 15,580 2.0 130 4.1 250 0.4 127 △26.6 8.20

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期2Q 17,825,050 株 2019年3月期 17,825,050 株

② 期末自己株式数 2020年3月期2Q 2,327,696 株 2019年3月期 2,327,696 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期2Q 15,497,354 株 2019年3月期2Q 16,958,802 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の
業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料
３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報 (3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

 

(1) 経営成績に関する説明 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資の緩やかな増加を背景に、景気は

緩やかな回復基調で推移しました。一方、世界経済においては、米国の保護主義的な通商政策に起因する米中貿易

摩擦の拡大や日韓関係の悪化などの影響もあり、経営環境は先行き不透明な状況となっております。 

印刷業界におきましては、情報媒体のデジタルシフトによる紙媒体需要の減少や価格競争の激化による単価下落

など、依然として厳しい経営環境が続きました。 

このような環境下にあって当社グループは、2019年度から当社90周年に向けた新しいスローガン「Challenge for 

Change 2025 ～変革への挑戦～」を掲げ、2035年の100周年に向けた“ありたい姿”を意識した中長期経営を推進す

るための意欲的アクションプランを進めております。コアである商業印刷事業を堅持していくとともに、成長事業

への戦略的重点投資を行い、次なる収益の柱を目指すとともに、印刷に偏らぬ新しいビジネスの創造、新しい考え

方のビジネス展開にも取り組んでおります。 

以上の結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は78億71百万円（前年同期比8.8％増）、営業利益は15百

万円（前年同期は営業損失１億11百万円）、経常利益は90百万円（前年同期は経常損失45百万円）、親会社株主に

帰属する四半期純利益は69百万円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失61百万円）となりました。 

 

セグメントの業績を示すと、次の通りであります。 

①印刷事業 

一般商業印刷物の売上高は、カタログや圧着ハガキなどの増加により57億20百万円（前年同期比13.8％増）

となりました。また、包装印刷物の売上高は、パッケージなどの増加により12億98百万円（前年同期比6.4％

増）、出版印刷物の売上高は６億82百万円（前年同期比19.7％減）、合計売上高は77億１百万円（前年同期比

8.5％増）となり、営業利益は33百万円（前年同期は営業損失91百万円）となりました。 

②イベント事業 

売上高は官公庁等からのイベントの増加により１億81百万円（前年同期比22.7％増）となり、営業損失は17

百万円（前年同期は営業損失19百万円）となりました。 

 

(2) 財政状態に関する説明 

①資産、負債及び純資産の状況 

（流動資産） 

当第２四半期連結会計期間末における流動資産は、前連結会計年度末と比べて３億73百万円減少して66億70百

万円となりました。これは、現金及び預金が１億１百万円、受取手形及び売掛金が２億２百万円それぞれ減少し

たこと等が主な要因であります。 

（固定資産） 

当第２四半期連結会計期間末における固定資産は、前連結会計年度末と比べて39百万円減少して114億99百万円

となりました。これは、建設仮勘定が48百万円、繰延税金資産が54百万円それぞれ増加しましたが、建物及び構

築物が50百万円、投資有価証券が81百万円それぞれ減少したこと等が主な要因であります。 

（流動負債） 

当第２四半期連結会計期間末における流動負債は、前連結会計年度末と比べて６億18百万円減少して47億39百

万円となりました。これは、支払手形及び買掛金が１億68百万円、短期借入金が１億40百万円それぞれ減少した

こと等が主な要因であります。 

（固定負債） 

当第２四半期連結会計期間末における固定負債は、前連結会計年度末と比べて１億99百万円増加して36億９百

万円となりました。これは、社債１億円を発行したことや退職給付に係る負債が65百万円増加したこと等が主な

要因であります。 

（純 資 産） 

当第２四半期連結会計期間末における純資産は、前連結会計年度末と比べて４百万円増加して98億20百万円と

なりました。これは、その他有価証券評価差額金が60百万円減少しましたが、利益剰余金が23百万円増加したこ

とや、退職給付に係る調整累計額が35百万円減少（純資産は増加）したこと等が主な要因であります。 

②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、22億70百万円となり、前連結会計年度末より１億13百

万円減少しました。当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次の通りであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

営業活動の結果得られた資金は６億23百万円（前年同期は５億47百万円の収入）となりました。増加の主な要

因としましては、税金等調整前四半期純利益１億27百万円、減価償却費３億34百万円、売上債権の減少額２億86

百万円、退職給付に係る負債の増加額１億15百万円等であり、減少の主な要因としましては、仕入債務の減少額

93百万円、法人税等の支払額79百万円等によるものであります。 
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（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

投資活動の結果使用した資金は、５億83百万円（前年同期は２億50百万円の支出）となりました。収入の主な

要因としましては、投資有価証券の売却及び償還による収入54百万円等であり、支出の主な要因としましては、

有形固定資産の取得による支出６億10百万円等によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

財務活動の結果使用した資金は、１億57百万円（前年同期は９億20百万円の支出）となりました。収入の主な

要因としましては、短期借入れによる収入６億10百万円、社債の発行による収入１億円等であり、支出の主な要

因としましては、短期借入金の返済による支出７億50百万円等によるものであります。 

 

(3) 連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

2020年３月期の通期の連結業績予想につきましては、前回公表（2019年５月15日付）いたしました業績予想に変

更はありません。 
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(4) 四半期連結財務諸表に関する注記事項 

 

（継続企業の前提に関する注記） 

 

該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

 

該当事項はありません。 
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